
大刀洗町の公共交通

大刀洗町長 中山 哲志

- 1 -

資料③



ふくおかの「へそ」

福岡県三井郡大刀洗町
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南北朝時代の武将菊池武光公

正平14年（1359）8月7日大保原（小郡市）で武
家方の小弐頼尚に勝利した宮方の菊池武光公。

朝からの戦いで血まみれの刀を山隈原を流れる
小川で洗うと、刀は鋸のようにこぼれており、川
の水は真っ赤に染まった。

「帰来河水に笑って刀を洗えば、血は奔湍にほ
とばしって、紅雪をふく・頼山陽」

「そのかみの血しおの色とみるまでに、紅葉流
るる大刀洗川・乃木希典」
古人は、このありさまをこのように詠じている。

この故事によって、本町は大刀洗町と名づけられ
た。

勇ましい姿のこの銅像はゆかりの菊池渡りの地
に昭和12年建立されたものである。
なお、馬腹や台石の弾痕は昭和20年3月の大刀
洗飛行場爆撃時の名残。
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今村カトリック教会（今村天主堂）

16世紀後半にこの地方にキリシタン集団が生まれ
た。

キリシタン弾圧の時期は隠れキリシタンとして、
1892年信徒発見までその存在は明らかでなかっ

た。双塔ロマネスク様式のレンガ造の教会は、本
田保神父は熱心な信者のもと建設を計画し、信者
の奉仕作業、外国からの資金援助を受け大正2年

に完成した。設計施工は、当時、教会建築の名工
鉄川与助氏で、彼の作品の中でも最大かつ秀逸。
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西日本航空発祥の地 東洋一の陸軍飛行場
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町内の公共交通の種類
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甘木鉄道 西鉄甘木線

よりみちバス大刀洗校区巡回バス

高速バス① 西太刀洗駅 ④ 高速大刀洗

② 大堰駅

③ 本郷駅

⑥ Ａコープ

⑤ 大堰⑪ かわの歯科

⑩ やなぎ医院

⑨ 大刀洗診療所

⑦ ゆめマート

⑧ ナフコ

他 8ヶ所
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運行者 甘木鉄道（株）

運行日 通年

町内駅・乗降所 西太刀洗駅

主な行き先
金額

所要時間

甘木（250円／10分）
小郡（250円／10分）
基山（320円／18分）

便数／時間 2 ～ 3本

運行時間 5時 ～ 0時

甘木鉄道
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運行者 西日本鉄道（株）

運行日 通年

町内駅・乗降所 大堰駅 、 本郷駅

主な行き先
金額

所要時間

天神 （730円／65分）
久留米（340円／25分）
甘木 （250円／12分）
小郡 （400円／30分）

便数/時間 2 ～ 3本

運行時間 5時 ～ 0時

西鉄甘木線
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運行者 西日本鉄道（株）

運行日 通年

町内駅・乗降所 高速大刀洗

主な行き先
金額

所要時間

天神 （1,010円／45分）
博多 （1,010円／50分）
空港 （1,010円／40分）
小郡 （0,270円／04分）
日田 （1,230円／50分）

便数/時間 1 ～ 2本

運行時間 6時 ～ 0時

高速バス
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運行者
久留米市、
（有）北野猪口タクシー

運行日 週3日（火・木・土）

町内駅・乗降所 大堰 、 Ａコープ

主な行き先
金額

所要時間

神代病院
ぽっかぽかの湯

（0,200円／回）
（0,300円／日）
（1,000円／月）

便数/時間 1本

運行時間 9時 ～ 16時

よりみちバス

コスモス号
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運行者 南部コミュニティーセンター

運行日 週3日（火・木・土）

町内駅・乗降所 大刀洗校区内 13ヶ所

主な行き先
金額

所要時間

ゆめマート
ナフコ
大刀洗診療所
やなぎ医院

（無料）

便数/時間 1本

運行時間 9時 ～ 11時

大刀洗校区

巡回バス
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公共交通の仕組み
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当然ですが、

公共交通を運営するためには、

費用 がかかります。
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公共交通の主な収益

運営するための資金は、

運賃 です。
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鉄道を例に挙げます。
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鉄道の運営

運 賃 費 用
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現在、公共交通の運営が、

とても厳しい状態になっていることを

ご存知ですか？
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ＪＲ九州ローカル線

利用者の減少。

廃線の懸念も．．．

「利用者がいないのに、
赤字を出し続けるのはどうか。」
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一つの（例）

西日本鉄道

「西鉄宮地岳線」

- 21 -



鉄道の運営

運 賃 費 用
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鉄道の運営

運 賃 費 用
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廃 線

- 24 -



利用者の減少

運行本数の削減利便性の低下

廃 線
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公共交通の「悪循環」
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過去に、大刀洗町内を走っていた。

路線バスが無くなったのも

この「悪循環」に陥ったため．．．
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町の鉄道の利用状況
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輸送密度は目安の一つであり、
「宮地岳線」とは周辺環境も異なるため
単純な比較はできませんが、

乗降者数・輸送密度が減少していることは

事 実
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このままだと
維持・存続の危機！？
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「暮らしの中の鉄道」を

未来に残していくために。
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地域の鉄道を守り育てる。
（マイレール意識）

そのために進めている取組み
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鉄道の利便性を高め、

鉄道の利用促進を図る。
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施 設 整 備 広 報 啓 発

■広報紙

■枝豆収穫祭

■バス・鉄道フェスタ

■あまぎぐるりんフリーきっぷ

鉄道の利便性を高める。 鉄道の利用促進を図る。

■パーク＆ライド
■レンタサイクル

大堰駅

本郷駅

西太刀洗駅

■駐輪場の整備
■駐車場の取得・整備

■駐車場の拡張
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パーク＆ライド

大堰駅 施設整備

レンタサイクル
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屋根付駐輪場の設置 駐車場拡張（舗装）

施設整備

本郷駅 西太刀洗駅
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広報啓発

広 報 紙
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広報啓発

枝豆収穫祭

町内産の枝豆や、地元飲食店の逸品、冷えた
ビール等で、真夏の大刀洗を訪れる来場者をもて
なすイベント。
西鉄電車とのタイアップを展開し、鉄道による

来場をPRしている。
■PR施策
・駅構内・電車内でのポスター掲示・チラシ
・福岡（天神）駅でのPR活動
・当日の駅の装飾 等

■イベント時（ブース）
・nimocaポイントバック（改札機・ブース）
・枝豆・ハトマメ、ノベルティプレゼント
・西鉄電車グッズ販売
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鉄道利用者の取組

甘木鉄道を育てる会

甘木鉄道関係地域の産業、経済振興及び住
民福祉の発展を願って、甘木鉄道及び沿線情
報の発信や、広報活動。イベント、企画列車
の運行支援等を行うものです。
沿線沿いの各種団体の方や、個人の「一般

会員」で構成され、活動されています。

【活動の例】
■イベント列車運行
（たなばた、コスモス、kappo・クリスマス）

■親子参加型体験学習
■PR活動 等
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大堰駅ペイント
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パークアンドライド
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大堰駅が「えだまめ駅」に変身！！
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開設１００周年を
みんなで祝おう！
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「おたがいさま買い物サービス」
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鳥飼の事例
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利用者 ⇔ 慈愛会

（聖ヨゼフ園）（町 民）

約 束
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鳥飼公民館 ⇔ Ａコープ

（12：20発）（11：15発）

経 路
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対 象 鳥飼区にお住まいの方（約束）

料 金 無 料

車 両 マイクロバス １台

時 間 鳥飼公民館での体操教室終了後

【運 行】
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西鉄バスの延伸が実現！
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廃止路線が復活！
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町内巡回バス

社 会 実 験
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町民ニーズ
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既存の公共交通
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Ａコープ

大堰ミニストップ
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【課 題】

公共交通の空白地域
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町内巡回バス

社 会 実 験
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運行方法について
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【期 間】

１０月 ～ １１月
（２ヶ月間）
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【目 的】

日常生活における
移動手段の確保
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【効 果】

① 高齢者の生活支援

② 町内経済の循環
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対 象 原則として町内在住者

料 金 無 料

車 両 １０人乗り ２台

時 間 9：00 ～ 16：00

【運 行】
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【ルート】

各校区ごとに設定
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【運行日】

月 火 水 木 金

車両 Ａ 大 堰 本 郷 大 堰 本 郷 全町

車両 Ｂ 大刀洗 菊 池 大刀洗 菊 池 全町
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【ルート】
■ 乗るバス停

（各集落）

■ 降りるバス停
（店舗や病院 など）
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バス停選定のポイント

① 原則として町内

② バスの利用者が利用しやすい場所

③ 交通を妨げない場所

④ 数人が待ちやすい場所

⑤ 必要最小限に

- 70 -



スケジュール

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度第１回 第２回 第３回 第４回

６月 ７月 ８月 １０月・１１月 １２月

■バスの運行概要

■バス停の候補地

社会実験

■バス停の協議

■ルートの検討

■時刻表の確定

■周知の方法

■２台による運行

■アンケート調査

■社会実験の結果

■次年度に向けて
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ご清聴ありがとうございました
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